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石狩のすがた 

●道央広域連携地域政策展開方針とは 

 道央広域連携地域政策展開方針は、平成 28 年度からスタートした北海道総合計画（2021 改訂）を推進する
手立ての一つとして位置づけられ、地域の特性や特色に応じ地域に根ざした政策を展開するため、市町村や地
域の関係者の参画を得て策定しました。 
 【連携地域】空知・石狩・後志・胆振・日高地域 【推進期間】令和３年度（令和４年１月）から概ね４年 

●地域の目指す姿 

 文化・歴史を受け継ぎながら、本道をリードする中核エリアとして、次の世代を見据えた持続可能な発展を
めざす「道央広域連携地域」 

●主な施策の展開方向 

  
 
 
 
 

●地域重点政策ユニット（主な施策の展開方向に基づいて、重点的に取り組むプロジェクト） 

プロジェクトの推進エリアが、石狩地域に関連するもの 

 

 

９ 道央広域連携地域政策展開方針 

石狩の若者の地元定着促進と 

道外からの人の呼び込みプロジェクト 

【石狩】 

【施策】 
■若者の地元定着・就業に向けた取組の

促進 

■地域産業の活性化や企業誘致等によ
る雇用の場の創出 

■道外からの U・I・J ターンの促進 

【KPI】 

○新規大卒道内就職者の３年以内の離
職率 

前年度より改善（R3~R7） 
（※R1: 36.4％） 

○石狩地域の新規学卒・参入者の就農

者数 
 ５年間（R3~R7）で延べ 80 人増 

○若年層（15~29 歳）の首都圏への転出

超過数 

 3,352 人(H30) → 3,139 人(R6) 

縄文遺跡群を活用した魅力発信と誘客促進プロジェクト 

【道南（渡島、檜山）、道央（石狩、胆振）】 

【施策】 

■縄文文化の魅力発信と次世代への継承の推進 

■遺産を活用した誘客促進 

【KPI】 
○観光入込客数 

渡島地域  

688 万人(R2) →  1,371 万人(R6) 
檜山地域 

105 万人(R2) →   150 万人(R6) 

胆振地域 
931 万人(R2) →  1,764 万人(R6) 

石狩地域 

1,336 万人(R2) →   3,100 万人(R7) 
○多言語化など、縄文文化の理解促進に向けて新たな取組

を行った施設数（渡島地域） 
1 施設(R2) → 11 施設(R7) 

安心して子どもを生み育てられる 

“いしかり”環境づくり促進プロジェクト

【石狩】 

【施策】 
■出産・子育てを地域で支える環境づく

り 

■働き方改革やワーク・ライフ・バランス

実現に向けた企業の意識醸成 

【KPI】 

○地域子育て支援拠点数 
36 か所(R2) → 38 か所(R6) 

○北海道働き方改革推進企業認定制度

の企業数 

109(R2) → 204(R7) 

自然環境と調和した誰もが安心して暮らせる“いしかり”

まちづくりプロジェクト【石狩】 

【施策】 

■豊かな自然環境を守り育てる取組の推進 
■誰もが安心して暮らせる社会の形成 

■防災対策の強化による安全なまちづくり 

【KPI】 
◯協働により実施する石狩地域での木育活動 

12 回（R1）→  22 回（R7） 

◯石狩地域のエゾシカ捕獲推進プラン目標数の達成 
 毎年度同プランで設定する目標数 

◯石狩地域の自主防災組織活動カバー率 

 61.6％（R2）→ 全国平均値（R6） 
（※R2 全国平均 84.3%） 

◯石狩地域のクリーンパートナー登録団体数 

 96 団体（R2）→ 150 団体（R7） 

石狩観光スタイルと石狩の食の魅力 

ブランド化推進プロジェクト 

【石狩】 

【施策】 
■石狩観光スタイルの推進に向けた魅力

発信 

■様々な観光客に向けたおもてなし環境
の整備・充実 

■新たな観光メニューの開発や地域の食

のブランド化の推進と魅力発掘 

【KPI】 

○観光入込客数 

 1,336 万人(R2) → 3,100 万人(R7) 
○農商工連携・6 次産業化支援データベ

ースの新規登録件数 

38 件以上（R2～R6） 
○石狩の食の開発及び販路拡大等の相談

機会の確保（相談件数） 

60 件以上（R4～R6） 
 

〇誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりの推進 
〇豊かな自然環境と調和した持続可能な社会の構築 
〇地域の特色を活かした多種多様な農林水産業の展開 
〇本道経済をリードする産業の活性化 

〇多彩な地域資源を活用した観光の振興 
〇地域固有の文化や歴史の継承・活用 
〇交通基盤整備の促進 


